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棒状分子からなる液晶において
は、低温では分子の方向が揃い、
高温ではそれがランダムになる。
強磁性体も温度が高くなると
強磁性の性質を失う。これらの
温 度 誘 起 の 力 学 的 相 転 移 や、
結 晶 構 造 な ど の 圧 力 誘 起 の
熱 力 学 的 転 移 は、臨 界 現 象 と
呼 ば れ る。転 移 点（臨 界 点）は
数学的なシンギュラリティ（特異点）に相当し、スケーリング則をベースに、自己相似性や
普遍性があらわになる。全く異なる熱力学的相転移現象も、臨界点近傍の数学的振る舞いが全く
同じことがあるのだ︕それどころか、熱力学的相転移ではない現象も、臨界現象と同じ数学的構造
を持つことがある。例えば、de Gennes は、高分子鎖の溶媒中での大きさのスケーリング則が、
ベクトルスピンモデルと呼ばれる熱力学的相転移を記述するモデルの特殊な場合に相当する
ことを見抜いた。

このようにスケーリング則とは、物理学では、臨界現象を背景にしており、様々な普遍性の鍵と
なる。本セミナーでは、このことを我々が行ってきた最新の研究成果を交えてお話しする。
そして、切り紙の伸張や滴の融合・分離といった親しみやすい現象も、臨界現象との驚くべき
結びつきを持つことも紹介する。同時に、紹介する数々の研究を貫く哲学と普遍性を感じて
もらえればと願う。
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新型コロナ感染拡大を鑑み、オンライン開催となりました。


